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望湖克己学館だより
“春”の訪れとともに、巣立ちの季節がやって来ました！

　校庭に積もった雪も次第にとけ始め、草木の芽吹きや、やわらかな日差しがみられるようになって
くるなど、七ヶ宿にも、いよいよ春の訪れが感じられるようになってまいりました。
　そんな春・３月に、６年生５名が、想い出多き学び舎を巣立ちました。これまで６年間、温かく見
守ってきてくださり、お世話になりました皆さんに、あらためまして心より感謝申し上げます。本当
にありがとうございました。

　３月３日、全校で「６年生を送る会」を開催しました。
１～５年生が、６年生のために、これまでたくさんの場面
でお世話になった感謝の気持ちを、心を込めて出し物など
で表していました。
　６年生にもその気持ちが十分に伝わったようで、お返し
の太鼓の演技は、今まで以上に、想いと力がこもっていた
ように感じました。それぞれの心に残る、素敵な「６年生
を送る会」でした。

　３月１７日、七ヶ宿小学校第３回となる「卒業式」を挙
行しました。天候にも恵まれ、穏やかな春の佳き日に、た
くさんの来賓の皆さんのご臨席をいただいて、厳粛かつ感
動的な卒業式となりました。卒業生５名は、関・湯原小そ
れぞれ３年間と、七ヶ宿小に統合してからの３年間、合わ
せて６年間の小学校生活の間、大きな成長と活躍をみせ、
そして着実な成果と足跡を残し、中学校へと巣立ちました。

〈６年生を送る会〉３月３日（金）

〈卒業式〉３月１７日（金）

第20回卒業式 希望も新たに、それぞれの道に向かって
巣立っていきました

東日本大震災から６年
みやぎ鎮魂の日の過ごし方について、全校集会を行いました
  ３月９日に、東日本大震災から６年目を迎えるにあたり、全校集会を行いました。
　「みやぎ鎮魂の日」は、亡くなられた方々に追悼の意を表し、震災の記憶を風化させることな
く後生に伝えるとともに、震災からの復興を誓う日であることを、全員で確認しました。
　三田村校長先生は、「 志半ばでお亡くなりになった方々の思いを胸にし、これから先、社会
に貢献できるたくましい人になってほしい。」と話されました。話を聞く生徒たちの表情は真剣
で、その姿に頼もしさを感じました。

　３月１０日に平成２８年度第２０回卒業式を行いました。
　卒業生は多くの皆さんの祝福を受ける中、希望も新たに大きく羽ばたいて巣立っていきました。卒
業生が合唱した卒業の歌「ｆｉｇｈｔ」と全校生徒で合唱した「流れゆく雲を見つめて」では、卒業
生と在校生の歌声が優しいハーモニーを作り出し、会場を感動で包みました。
　こうして盛大に卒業式を終えることができたのも、日頃より、皆さん方の深いご理解と厚いご協力
があってこそと心より感謝申し上げます。

　３月４日～５日にアルペンの第２８回宮城県中学校スキー
新人大会が開催されました。七中からは、髙橋凜太郎さん（１
年）、吉野莉央さん（２年）、そして髙橋晴暉さん（２年）の
３名がエントリーしました。    
  結果は、回転（ＳＬ）で、吉野莉央さんが力強い滑りを見せ、
見事第３位に輝きました。

【宮城県中学校スキー新人大会　結果】
◇回　転　第３位　吉野莉央さん
◇大回転　第６位　吉野莉央さん、第７位　髙橋晴暉さん
　　　　　第１２位　髙橋凜太郎さん

宮城県中学校スキー新人大会
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